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③ 重要な種の確認状況 

a. 選定根拠 

調査地域に生育する植物について、表 5.11.8の選定根拠に基づき、学術上または希少性

の観点から重要な種を抽出した。 

 

表 5.11.8 重要な種及び重要な群落の選定根拠 

区分 重要種選定基準 カテゴリー 

① 

文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号） 

大阪府文化財保護条例（昭和 44 年大阪府条例第 5 号） 

大阪市文化財保護条例（平成 11 年大阪市条例第 5 号） 

国特天：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

府天：大阪府指定天然記念物 

市天：大阪市指定天然記念物 

② 
絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律

（平成 4 年法律第 75 号） 

国内：国内希少野生動植物種 

特別：特別国内希少種動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「環境省レッドリスト 2020」（環境省、令和 2 年） EX：絶滅 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④ 

「改訂近畿地方の保護上重要な植物 : レッドデータブ

ック近畿 2001」（（財）平岡環境科学研究所、平成 13 年） 
絶滅：絶滅種 

Ａ：絶滅危惧種 A 

Ｂ：絶滅危惧種 B 

Ｃ：絶滅危惧種 C 

準：準絶滅危惧種 

⑤ 

「大阪府レッドリスト 2014」（大阪府、平成 26 年） EX：絶滅 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 
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b. 既存資料調査 

既存資料調査による重要な種は表 5.11.9のとおり、7科 7種が確認された。 

 

表 5.11.9 重要な植物（既存資料調査） 

項目 確認種数 種 名 

植物 2 分類 7 科 7 種 カワツルモ、シオクグ、ハマボウ、ホソバノハマアカザ、イヌノ

フグリ、ハマゴウ、ウラギク 

 

c. 現地調査 

現地調査で確認した重要な種の概要は表 5.11.10に示すとおりである。 

現地調査において生育を確認した重要な種は、ツツイトモ、リュウノヒゲモ、コガマ、

シオクグ、ヒトモトススキ、カワヂシャ及びハマゴウの 7 種であり、このうち会場予定地

及び予定地境界付近で確認された種は 4 種（ツツイトモ、コガマ、ヒトモトススキ、カワ

ヂシャ）、（仮称）舞洲駐車場予定地で確認された種は無かった。重要な種保護の観点から

確認位置図は掲載しないこととした。 

なお、大阪市立自然史博物館の調査により確認されたカワツルモ、公益社団法人大阪自

然環境保全協会の調査により確認されたハマボウ、ホソバノハマアカザ及びウラギクにつ

いても併せて記載した。また、評価書提出前の春季(2022年 4月)に有識者の立会いの下で

現地確認したところ、ハマボウ、ホソバノハマアカザ及びウラギクは会場予定地内におい

ては生育が確認されなかったが、工事開始前の花期に改めて調査を実施する。 
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表 5.11.10 重要な種の確認状況の概要 

分 

類 
種名 

選定根拠 
確認位置 

確認状況 
夢洲 舞洲 

全国 
近畿 

大阪 

会場 

予定地 

会場 

予定地外 

駐車場 

予定地 

駐車場 

予定地外 

種 

子 

植 

物 

ツツイトモ VU  ○ ○ － － 

【夢洲】会場予定地と隣接地の境界付近の水た

まりで散生する個体が、会場予定地外の水際

部の 2 地点で群生が確認された。 

リュウノヒゲモ NT A － ○ － － 
【夢洲】会場予定地外の水際部で群生が確認さ

れた。 

カワツルモ NT 
A 

EX  
○ － － － 

【夢洲】会場予定地の南東端の水域で確認され

た。（大阪市立自然史博物館による調査） 

コガマ  
C 

NT 
○ － － ○ 

【夢洲】会場予定地内の小規模な湿地において

群生が確認された。 

【舞洲】公園内の人工的な池沼において、群生

が確認された。 

シオクグ  
C 

NT 
－ － － ○ 

【舞洲】会場予定地外の海岸沿いの 5 地点で多

数の個体が確認された。 

ヒトモトススキ  VU ○ ○ － － 

【夢洲】会場予定地の境界付近の草地 2 か所で

各 1 個体、会場予定地外の 2 か所で計 7 個体

が確認された。 

ハマボウ  
A 

EX 
－ ○ － － 

【夢洲】会場予定地外の 1 地点で確認された。

（公益社団法人大阪自然環境保全協会による

調査） 

ホソバノハマアカザ  NT ○ －   

【夢洲】会場予定地内の 1 地点で確認された。

（公益社団法人大阪自然環境保全協会による

調査） 

カワヂシャ NT 
準 

NT 
○ － － － 

【夢洲】会場予定地内の湿った草地の 1 か所で

約 80 個体が確認された。 

ハマゴウ  VU － ○ － ○ 

【夢洲】会場予定地外の 3 地点で計 10 個体が

確認された。 

【舞洲】会場予定地外の海岸沿いの広い範囲で

多数の個体が確認された。 

ウラギク NT 
準 

NT 
○ ○ － － 

【夢洲】会場予定地内の 10 地点、会場予定地

外の 2 地点で確認された。（公益社団法人大

阪自然環境保全協会による調査） 

注：1. 選定根拠の記載は表 5.11.8 の選定基準に示すとおりである。 

2. 「○」は確認されたこと、「－」は確認されなかったことを示す。 
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2. 建設・解体工事（土地の改変・解体）に伴う影響の予測・評価 

(1) 環境の保全及び創造のための措置 

環境の保全及び創造のための措置の検討にあたっては、有識者にヒアリングを実施し助言を得

た。 

・工事関係者の工事区域外への不要な立ち入りを防止する。 

・夜間工事を行う場合には、工事を最小限にとどめ、適切な遮光フードの採用、照明器具の適

正配置により、会場予定地外及び（仮称）舞洲駐車場予定地外に生育する植物への影響を可

能な限り低減する。 

・会場予定地内で確認されたコガマ、カワヂシャについては、工事開始前に生育状況の確認を

行い、生育が確認された場合は有識者の指導に基づき採取して標本として保存する。 

・会場予定地内で確認されたヒトモトススキについては、土地の改変等の予定がない地点に大

阪市が移植を実施した。土地貸与後の工事開始前に会場内において生育状況の確認を行い、

生育が確認された場合は有識者の指導に基づき移植など適切な対応を行う。 

・大阪市立自然史博物館の調査により会場予定地内で確認されたカワツルモについては、土地

の改変等の予定がない地点に大阪市が移植を実施した。土地貸与後の工事開始前に会場内に

おいて生育状況の確認を行い、生育が確認された場合は有識者の指導に基づき移植など適切

な対応を行う。 

なお、公益社団法人大阪自然環境保全協会の調査により確認されたハマボウ、ホソバノハマア

カザ及びウラギクについては、土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認さ

れた場合には有識者の指導に基づき、適切な対応を行う。 

 

(2) 予測の概要 

建設・解体工事（土地の改変・解体）による生育環境への影響の程度について、陸域植物の現

地調査結果及び環境の保全及び創造のための措置を踏まえて重要な種の生育環境への影響を予

測した。 

 

(3) 予測対象 

予測対象とした重要な種は、現地調査で会場予定地及び境界付近において確認されたツツイト

モ、コガマ、ヒトモトススキ及びカワヂシャ、大阪市立自然史博物館により確認されたカワツル

モ、公益社団法人大阪自然環境保全協会の調査により確認されたハマボウ、ホソバノハマアカザ

及びウラギクとした。 

 

(4) 予測条件 

① 予測対象範囲 

会場予定地、（仮称）舞洲駐車場予定地及びその周辺とした。 

② 予測対象時期 

建設・解体工事による影響が最大となる時期とした。 

 

(5) 予測結果 

予測結果は表 5.11.11(1)～(8)に示すとおりである。 
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表 5.11.11(1) 重要な植物の予測結果 

予測対象 ツツイトモ 

生態概要 【分布】北海道、本州、四国、九州に分布する。 

【生態】主に沿海部の湖沼や河川、水路等に生育する繊細な多年生の沈水植物。葉は無柄、

線形で長さ 2～5 ㎝、幅 0.5～1 ㎜、鋭頭。イトモに似るが、托葉の両側が合着して筒状に

なる。 

確認状況 【夢洲】会場予定地と隣接地の境界付近の水たまりで散生する個体が、会場予定地外の水

際部の 2 地点で群生が確認された。 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

本種が確認された会場予定地の境界付近 1 か所の水たまりでは本事業の工事は行わない

が、工事の実施にあたっては、工事関係者の工事区域外への不要な立ち入りを防止するな

ど適切に対応する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるツツイトモへの影響はな

いと予測される。 

 

表 5.11.11(2) 重要な植物の予測結果 

予測対象 コガマ 

生態概要 【分布】本州、四国、九州に分布する。 

【生態】湖沼やため池、水路、休耕田等に生育する多年生の抽水植物。水中よりも湿地環

境を好む。全高 1～1.5m、葉はガマより細く、幅 5～8 ㎜。花期はガマやヒメガマより遅

く 7～8 月。花粉は合着せず単粒。 

確認状況 【夢洲】会場予定地内の小規模な湿地において群生が確認された。 

【舞洲】公園内の人工的な池沼において群生が確認された。 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

本種が確認された舞洲の 1 か所では博覧会の工事は行わないため本事業による影響はな

いと予測される。会場予定地の 1 か所は、工事による改変のため生育環境は消失する。 

コガマに対する保全措置について有識者にヒアリングを実施し、保全措置として標本を

大阪市立自然史博物館に寄贈して保存することがよいという見解を得た。 

コガマの生育状況について土地管理者である大阪市及び大阪広域環境施設組合に調査結

果を情報提供する。 

会場予定地内で確認されたコガマについては、土地貸与後の工事開始前に生育状況の確

認を行い、生育が確認された場合は有識者の指導に基づきコガマを採取して標本として保

存する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるコガマへの影響は低減さ

れると考えられる。 
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表 5.11.11(3) 重要な植物の予測結果 

予測対象 ヒトモトススキ 

生態概要 【分布】本州（関東地方・能登半島以西）、～琉球に分布する。 

【生態】おもに海岸近くに生える大型の多年草。地下茎は横走する。茎はかたく、鈍 3 稜

形、長さ 100～200 ㎝、多数の葉をつけ、平滑、中空、ときに節から芽生する。果実は広

卵形で 8～10 月に熟す。 

確認状況 【夢洲】会場予定地の境界付近の草地 2 か所で各 1 個体、会場予定地外の 2 か所で計 7 個

体が確認された。 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

本種が確認された会場予定地外の 2 か所では博覧会の工事は行わないため本事業による

影響はないと予測される。会場予定地の境界付近の 2 か所は、工事による改変のため生育

環境は消失する。 

会場予定地の境界付近で確認されたヒトモトススキについては、大阪広域環境施設組合

と調整を行い、有識者による現地確認の上、今後土地の改変等の予定がない地点に大阪市

が移植を実施した。土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認された

場合は有識者の指導に基づき移植など適切な対応を行う。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるヒトモトススキへの影響

は低減されると考えられる。 

 

表 5.11.11(4) 重要な植物の予測結果 

予測対象 カワヂシャ 

生態概要 【分布】本州、四国、九州、沖縄に分布する。 

【生態】主に河川や水路、水田等に生育する越年生の抽水～湿生植物。湧水域ではしばし

ば沈水形で生育する。茎は分枝しながら直立し、高さ（10～）30～90 ㎝。葉は無柄でや

や茎を抱く。縁には明瞭な鋸歯がある。花期は 4～6 月。花序に直径 4 ㎜前後の白い花を

つける。 

確認状況 【夢洲】会場予定地の湿った草地の 1 か所で約 80 個体が確認された。 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

本種が確認された会場予定地の 1 地点は、工事による改変のため生育環境は消失する。 

カワヂシャに対する保全措置について有識者にヒアリングを実施し、保全措置として標

本を保存することがよいという見解を得た。 

カワヂシャの生育状況について、土地管理者である大阪市に調査結果を情報提供する。 

会場予定地内で確認されたカワヂシャについては、土地貸与後の工事開始前に生育状況

の確認を行い、生育が確認された場合は有識者の指導に基づきカワヂシャを採取して標本

として保存する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるカワヂシャへの影響は低

減されると考えられる。 
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表 5.11.11(5) 重要な植物の予測結果 

予測対象 カワツルモ 

生態概要 【分布】本州、四国、九州、沖縄に分布する。 

【生態】河口や海岸に近く、淡水と海水の混ざる所に生える多年草。葉は狭線形で長さ 5

～10cm、基部は長さ 8～15mm の葉鞘となって茎を抱いている。6～8 月に開花する。総花

柄は葉鞘の中から出て、開花時には長さ 2～4cm、先端近くに 2 個の花をつける。 

確認状況 【夢洲】会場予定地の南東端の水域で確認された。 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

大阪市が地盤改良工事を実施するにあたり、有識者に相談し、夢洲１区及び南港野鳥園

に移植を実施した。土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認された

場合は有識者の指導に基づき、適切な対応を行う。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるカワツルモへの影響は低

減されると考えられる。 

 

表 5.11.11(6) 重要な植物の予測結果 

予測対象 ハマボウ 

生態概要 【分布】関東南部以西の本州（北限は神奈川県三浦半島）、四国、九州、南西諸島北部

（南限は奄美大島）に分布する。 

【生態】海岸の砂泥地等に生育する落葉低木。しばしば 1 種で純群落を形成する。高さ 2

～5m、茎は灰褐色で、よく枝分かれする。葉は互生、7～8 月に枝先に美しい黄色の花を

咲かせる。花弁は 5 枚で、中央部は暗赤色、直径 5～7cm。果実は卵形で、熟して 5 裂

し、種子を落とす。種子は茶褐色で、長さ約 6mm。種子の内部に空室があり、海水に浮

いて散布され、50%以上の種子が 2 ヵ月以上浮き続けることができる。 

確認状況 【夢洲】会場予定外の 1 地点で確認された。（公益社団法人大阪自然環境保全協会による

調査） 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

生育が確認された場所は会場予定地外であるため、工事の影響は小さいと考えられる

が、工事の実施にあたっては、工事関係者の工事区域外への不要な立ち入りを防止するな

ど適切に対応する。また、土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認

された場合には有識者の指導に基づき、適切な対応を実施する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるハマボウへの影響は低減

されると考えられる。 
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表 5.11.11(7) 重要な植物の予測結果 

予測対象 ホソバノハマアカザ 

生態概要 【分布】北海道から九州（鹿児島県本土が南限）まで分布する。 

【生態】海岸の砂地に生育する一年草。高潮線付近に 1 種で群生するか、ツルナ、ギシギ

シ等と共に群落をつくる。塩性湿地の周辺にも生育し、内湾の砂浜の高潮線付近にも群

生し、打ち上げ群落をつくる。 

茎は枝分かれしながら直立し、高さ 30～60cm。葉は互生、短い柄がある。質はやや厚く

粉白色を帯びた緑色。8～9 月に穂状花序をだし、多数の淡緑色をした花弁のない花をつ

ける。果実は膜質の果皮に包まれる。 

確認状況 【夢洲】会場予定地内の 1 地点で確認された。（公益社団法人大阪自然環境保全協会によ

る調査） 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認された場合には有識者の

指導に基づき、適切な対応を実施する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるホソバノハマアカザへの

影響は低減されると考えられる。 

 

表 5.11.11(8) 重要な植物の予測結果 

予測対象 ウラギク 

生態概要 【分布】北海道東部、本州（東北地方と北陸は除く）、四国、九州（南限は鹿児島県本

土）に分布する。 

【生態】海岸の塩湿地や河口の汽水域に生育する越年草。フクド群落やヨシ群落等と接し

て群生していることが多い。茎は直立し高さ 60～100cm。葉は互生し、茎を抱く。10～

11 月に茎の頂部が枝分かれし、散房状の花序をつける。頭花の中心部は黄色の管状花、

周辺部は淡紫色の舌状花からなる。痩果は狭長楕円形で扁平、長さ 2.5～3mm で冠毛があ

り、風散布される。 

確認状況 【夢洲】会場予定地内の 10 地点、会場予定地外の 2 地点で確認された。（公益社団法人大

阪自然環境保全協会による調査） 

建設・解体工事

（土地の改変・

解体）による影

響の予測 

土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認された場合には有識者の

指導に基づき、適切な対応を実施する。 

以上のことから、建設・解体工事（土地の改変・解体）によるウラギクへの影響は低減

されると考えられる。 
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(6) 評価 

① 環境保全目標 

陸域植物についての環境保全目標は、「環境への影響を最小限にとどめるよう、環境保全につ

いて配慮されていること」、「法令を遵守するとともに、国、大阪府及び大阪市の自然環境に関

する計画又は方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと」、「事業計画地周辺にお

ける陸生植物、水生植物の生育環境に著しい影響を及ぼさないこと」、「事業計画地及び事業計

画地周辺において、陸生植物、水生植物の生育環境の創出に配慮していること」とし、本事業

の実施が及ぼす影響について、予測結果を環境保全目標と照らし合わせて評価した。 

 

② 評価結果 

会場予定地及び（仮称）舞洲駐車場予定地において確認された重要な陸域植物については、

ツツイトモ、コガマ、ヒトモトススキ、カワヂシャ、カワツルモであった。ツツイトモは生息

地点での工事は行わないことから影響はないと予測された。コガマ、ヒトモトススキ、カワヂ

シャ、カワツルモについては工事による改変のため生育環境は消失することが考えられるため、

有識者にヒアリングを実施し、以下の配慮、対策を行っていく。 

・コガマについては、その生育状況について土地管理者である大阪市及び大阪広域環境施設

組合に調査結果を情報提供する。土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育

が確認された場合は有識者の指導に基づきコガマを採取して標本として保存する。 

・ヒトモトススキ及びカワツルモについては、土地の改変等の予定がない地点に大阪市が移

植を実施した。土地貸与後の工事開始前に会場内において生育状況の確認を行い、生育が

確認された場合は有識者の指導に基づき移植など適切な対応を行う。 

・カワヂシャについては、その生育状況について土地管理者である大阪市に調査結果を情報

提供する。土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確認された場合は有

識者の指導に基づきカワヂシャを採取して標本として保存する。 

なお、公益社団法人大阪自然環境保全協会の調査により確認されたハマボウ、ホソバノハマ

アカザ及びウラギクについては、土地貸与後の工事開始前に生育状況の確認を行い、生育が確

認された場合には有識者の指導に基づき、適切な対応を行う。 

上記対策により、いずれの種においても影響は低減されるものと予測された。 

以上のことから、建設・解体工事に係る陸域植物に及ぼす環境影響は、実行可能な範囲内で

回避または低減されており、環境保全目標を満足するものと評価する。 
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5.11.2 海域植物 

1. 調査 

(1) 既存資料調査 

① 調査資料 

調査した既存資料は表 5.11.12に示すとおりである。 

 

表 5.11.12 既存資料一覧（海域植物） 

No. 既存資料 

分類群 

対象データの範囲 

植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン 

付

着

生

物 

1 
「大阪湾生き物一斉調査 情報公開サイト」 

（大阪湾環境再生連絡会） 
 ○ 

天保山および野鳥園臨港緑地 

（平成 24～令和元年度） 

2 
「処分場自然共生調査（海生生物生育状況調査）報告書」 

（大阪湾広域臨海環境整備センター） 
 ○ 

大阪沖埋立処分場 

（平成 24～令和 2年度報告書） 

3 
「大阪湾における人工護岸の潮下帯付着生物相について」 

（自然史研究 vol.3,No.3,2004大阪市立自然史博物館） 
 ○ 舞洲（平成 9年 2～11月調査） 

4 
「大阪府の汽水域・砂浜域の無脊椎動物および藻類相」 

（自然史研究 vol.3,No.15 ,2014大阪市立自然史博物館、2014） 
 ○ 

大阪市周辺海域（地点 A～D） 

（1950年代以降） 

5 
「北港テクノポート線建設事業に係る事後調査報告書」 

（株式会社 大阪港トランスポートシステム、大阪市） 
○ ○ 

大阪市住之江区周辺海域 

（平成 16～19年度報告書） 

6 
「海域の水生生物調査結果」 

（大阪府ホームページ 令和 3年 6月閲覧） 
○  

大阪市周辺海域（地点 O-1～7, 

C-3）（平成 20～31年度） 

 

② 調査結果 

確認された海域植物は表 5.11.13のとおりであり、植物プランクトンは 7門 12綱 22目 56科

323種、付着生物（植物）は 4門 6綱 21目 38科 112種であった。 

 

表 5.11.13 既存資料調査結果（海域植物） 

項目 確認種数 確 認 種 

海

域 

植

物 

植物プラ

ンクトン 

7 門 12 綱 22 目 

56 科 323 種 

Skeletonema costatum、Nitzschia sp.、Thalassiosira sp.、 

Protoperidinium bipes 、 Cyclotella sp. 、 Leptocylindrus danicus 、

Scrippsiella sp.、タラシオシーラ科 等 

付着生物 
4 門 6 綱 21 目 

38 科 112 種 

フダラク、アオサ属、ワカメ、カバノリ、ツノマタ属、ススカケベニ、シダモ

ク、ツルツル、マクサ、ベニスナゴ、タマハハキモク、シオグサ属 等 
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(2) 現地調査 

① 調査内容 

夢洲周辺海域に生育する海域植物の状況を把握するため、現地調査を実施した。 

調査概要は表 5.11.14、現地調査地点の位置は図 5.10.8(1)に示すとおりである。 

 

表 5.11.14 調査内容（海域植物） 

調査対象項目 調査対象範囲・地点 調査対象期間 調査方法 

植物プランクトン 夢洲周辺の海域 3地点 

冬季：令和 2 年 2 月 7 日 

春季：令和 2 年 4月 28 日 

夏季：令和 2 年 8 月 6 日 

秋季：令和 2 年 10月 27 日 

バンドーン型採水器を用いて

上層は海面下 1m、下層は海底面

上 2m で採水し、試料とした。 

付着生物（植物） 夢洲護岸 1 地点 

冬季：令和 2 年 2 月 7 日 

春季：令和 2 年 4月 28 日 

夏季：令和 2 年 8 月 6 日 

秋季：令和 2 年 10月 27 日 

枠取り法・目視観察により、護

岸の平均水面、大潮最低低潮

面、大潮最低低潮面-1m の 3 層

を調査した。 

 

② 調査結果 

a. 植物プランクトンの状況 

植物プランクトンの季節別の出現状況は表 5.11.15に示すとおりである。 

四季を通じた総出現種類数は、96種類であり、冬季が 66種類、春季が 44種類、夏季が

36 種類、秋季が 54 種類であった。平均出現細胞数は、全層では冬季が 601,425 細胞/L、

春季が 10,114,300 細胞/L、夏季が 23,764,000 細胞/L、秋季が 3,810,550 細胞/L であり、

主な出現種は、珪藻綱の Leptocylindrus danicus、Chaetoceros debile、Skeletonema 

costatum、タラシオシーラ科等であった。 
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表 5.11.15 植物プランクトンの季節別出現状況 

項目＼調査期間 
冬季 

(令和 2 年 2月 7 日) 

春季 

(令和 2 年 4月 28 日) 

夏季 

(令和 2 年 8月 6 日) 

秋季 

(令和 2 年 10月 27日) 

出現種類数〔96〕 66 44 36 54 

層別出現 

細胞数 

（細胞/L） 

上 

層 

平均 839,300 19,464,600 47,436,800 7,222,500 

最小～最大 
667,650 ～

1,016,700 

15,254,400 ～

22,394,400 

37,800,000 ～

52,929,600 

5,464,800 ～

8,569,800 

下 

層 

平均 363,550 764,000 91,200 398,600 

最小～最大 
250,500 ～ 

531,150 

604,200 ～ 

929,400 

62,400 ～ 

111,000 

293,100 ～ 

543,600 

全 

層 

平均 601,425 10,114,300 23,764,000 3,810,550 

最小～最大 
250,500 ～

1,016,700 

604,200 ～

22,394,400 

62,400 ～

52,929,600 

293,100 ～

8,569,800 

主な 

出現種 

（％） 

上 

層 

渦鞭毛藻綱 － － － － 

珪 藻 綱 

Leptocylindrus 

danicus      (40.8) 
 

Chaetoceros debile 

(12.7) 
 

Chaetoceros didymum 

var. protuberans  

(9.2) 

Skeletonema 

costatum     (92.4) 

ﾀﾗｼｵｼｰﾗ科    (60.3) 
 

Skeletonema 

costatum     (34.4) 

Skeletonema 

costatum     (80.5) 

そ の 他 － － － － 

下 

層 

渦鞭毛藻綱 － － ｷﾞﾑﾉﾃﾞｨﾆｳﾑ目  (5.3) － 

珪 藻 綱 

Leptocylindrus 

danicus      (32.2) 
 

Skeletonema 

costatum      (8.8) 
 

Chaetoceros debile 

 (8.0) 

Chaetoceros didymum 

var. protuberans  

(7.4) 
 

Chaetoceros 

radicans      (5.8) 

Skeletonema 

costatum     (86.2) 

ﾀﾗｼｵｼｰﾗ科    (35.7) 
 

Skeletonema 

costatum     (33.1) 
 

Thalassiosira spp. 

        (7.9) 

Cyclotella spp. 

(25.2) 
 

Thalassiosira spp. 

       (11.5) 
 

Skeletonema 

costatum     (11.4) 

そ の 他 － － － ﾊﾌﾟﾄ藻綱     (37.6) 

全 

層 

渦鞭毛藻綱 － － － － 

珪 藻 綱 

Leptocylindrus 

danicus      (38.2) 
 

Chaetoceros debile 

     (11.3) 
 

Chaetoceros didymum 

var. protuberans 

 (8.6) 
 

Skeletonema 

costatum      (5.5) 

Skeletonema 

costatum     (92.2) 

ﾀﾗｼｵｼｰﾗ科    (60.3) 
 

Skeletonema 

costatum     (34.4) 

Skeletonema 

costatum     (76.9) 

そ の 他 － － － － 

注：1. 出現種類数の〔  〕内の数値は、四季を通じた総出現種類数を示す。 

  2. 主な出現種の（ ）内の数値は、出現細胞数に対する組成比率(％)を示す。 

  3. 主な出現種は組成率が 5％以上のものを記載した。 
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b. 付着生物（植物）の状況 

(a) 目視観察調査 

目視観察調査による潮間帯生物（植物）の季節別出現状況は表 5.11.16 に示すとおり

である。 

四季を通じた総出現種類数は 9 種類であり、冬季が 4 種類、春季が 3 種類、夏季が 2

種類、秋季が 5 種類であった。主な出現種は、緑藻綱ではアオノリ属、アオサ属、紅藻

綱ではアマノリ属、イトグサ属、イギス目、その他の分類群では藍藻綱であった。 

 

表 5.11.16 付着生物（植物・目視観察）の季節別出現状況 

項目＼調査期間 
冬季 

(令和 2 年 2月 7 日) 

春季 

(令和 2 年 4月 28 日) 

夏季 

(令和 2 年 8月 6 日) 

秋季 

(令和 2 年 10月 27日) 

出
現
種
類
数 

緑 藻〔 3〕 2 2 1 2 

褐 藻〔 0〕 0 0 0 0 

紅 藻〔 4〕 2 1 1 1 

その他〔 2〕 0 0 0 2 

合 計〔 9〕 4 3 2 5 

主
な
出
現
種 

緑 藻 
アオノリ属 

アオサ属 
－ － － 

褐 藻 － － － － 

紅 藻 
アマノリ属 

イトグサ属 
－ － 

イギス目 

その他 － － － 藍藻綱 

注：1. 出現種類数の〔  〕内の数値は、四季を通じた総出現種類数を示す。 

  2. 主な出現種は、各調査地点のいずれかの区画で被度の最大が 10％以上の種を記載した。 
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(b) 枠取り調査 

枠取り調査による付着生物（植物）の季節別出現状況は表 5.11.17 に示すとおりであ

る。 

四季を通じた総出現数は、8 種類であり、冬季が 7 種類、春季が 5 種類、夏季が 4 種

類、秋季が 5 種類であった。平均湿重量は、冬季が 83.2g/m2、春季が 34.5g/m2、夏季が

0.1g/m2、秋季が 0.9g/m2 であり、主な出現種は、緑藻綱のアオサ属、紅藻綱のイトグサ

属、イギス属、その他の分類群では藍藻綱であった。 

 

表 5.11.17 付着生物（植物・枠取り）の調査結果（現地調査） 

項目＼調査期間 
冬季 

(令和 2 年 2月 7 日) 

春季 

(令和 2 年 4月 28 日) 

夏季 

(令和 2 年 8月 6 日) 

秋季 

(令和 2 年 10月 27日) 

出現種類数〔 8〕 7 5 4 5 

平均出現 

湿重量 

（g/m2） 

緑 藻 17.1 24.7 ＋ 0.1 

褐 藻 － － － － 

紅 藻 66.1 9.8 0.1 ＋ 

その他 ＋ ＋ ＋ 0.8 

合 計 83.2 34.5 0.1 0.9 

組成比率 

(％) 

緑 藻 20.6 71.6 0.0 11.1 

褐 藻 － － － － 

紅 藻 79.4 28.4 100.0 0.0 

その他 0.0 0.0 0.0 88.9 

主な 

出現種 

（％） 

緑 藻 
アオサ属    (18.5) アオサ属    (66.1) 

シオグサ属   (5.5) 
－ 

アオサ属     (7.1) 

シオグサ属   (7.1) 

褐 藻 － － － － 

紅 藻 

イトグサ属  (73.7) 

アマノリ属   (5.1) 

イトグサ属  (17.0) 

イギス属    (11.5) 

イトグサ属   (100) 

－ 

その他 － － － 藍藻綱      (85.7) 

注：1. 出現種類数の〔  〕内の数値は、四季を通じた総出現種類数を示す。 

  2. 主な出現種の（ ）内の数値は、総出現個体数に対する組成比率(％)を示す。なお、組成比率は四捨五入の関

係で合計が一致しないことがある。 

  3. 主な出現種は、総出現個体数に対する組成比率が 5％以上のものを記載した。 

4. 「+」は 0.1g/m2未満である。 
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(3) 重要な種の確認状況 

① 選定根拠 

調査地域に生息する海域植物について、表 5.11.18 の選定根拠に基づき、学術上または希少

性の観点から重要な種を抽出した。 

 

表 5.11.18 重要な種の選定根拠 

区分 重要種選定基準 カテゴリー 

① 

「文化財保護法」（昭和 25 年法律第 214 号） 

大阪府文化財保護条例（昭和 44 年大阪府条例第 5 号） 

大阪市文化財保護条例（平成 11 年大阪市条例第 5 号） 

国特天：国指定特別天然記念物 

国天：国指定天然記念物 

府天：大阪府指定天然記念物 

市天：大阪市指定天然記念物 

② 

「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する

法律」（平成 4 年法律第 75 号） 
国内：国内希少野生動植物種 

特定：特定国内希少野生動植物種 

国際：国際希少野生動植物種 

緊急：緊急指定種 

③ 

「環境省レッドリスト 2020」（環境省、令和 2 年）及び

「環境省版海洋生物レッドリスト 2017」（環境省、平成

29 年） 

EX：絶滅 

EW：野生絶滅 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 

CR：絶滅危惧ⅠA 類 

EN：絶滅危惧ⅠB 類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 

LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

④ 

「日本の希少な野生水生生物に関するデータブック（水

産庁編）」（社団法人日本水産資源保護協会、平成 10 年） 
普通 

減傾：減少傾向 

減少 

希少 

危急 

危惧：絶滅危惧 

地域：地域個体群 

⑤ 

「大阪府レッドリスト 2014」（大阪府、平成 26 年） EX：絶滅 

CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類 

VU：絶滅危惧Ⅱ類 

NT：準絶滅危惧 

DD：情報不足 
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② 既存資料調査 

既存資料調査により重要な種として確認された種は表 5.11.19 のとおり、緑藻類 2 種、紅藻

類 2種の合計 4種が確認された。 

 

表 5.11.19 既存資料調査により確認された重要な種 

No. 綱 種名 
選定根拠 

全国 大阪 

1 緑藻 マキヒトエ  NT 

2 スジアオノリ 減傾  

3 紅藻 トサカノリ NT 

減傾 
 

4 ホソアヤギヌ NT NT 

注：選定根拠欄の記載は表 5.11.18 のカテゴリーの記載に対応する。 

 

③ 現地調査 

現地調査において重要な海域植物は確認されなかった。 
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2. 建設・解体工事（土地の改変・解体）に伴う影響の予測・評価 

① 環境保全目標 

海域植物についての環境保全目標は、「環境への影響を最小限にとどめるよう、環境保全につ

いて配慮されていること」、「法令を遵守するとともに、国、大阪府及び大阪市の自然環境に関

する計画又は方針に定める目標の達成と維持に支障を及ぼさないこと」、「事業計画地周辺にお

ける陸生植物、水生植物の生育環境に著しい影響を及ぼさないこと」、「事業計画地及び事業計

画地周辺において、陸生植物、水生植物の生育環境の創出に配慮していること」とし、本事業

の実施が及ぼす影響について、予測結果を環境保全目標と照らし合わせて評価した。 

 

② 評価結果 

現地調査において重要な海域植物は確認されなかったが、次の環境の保全及び創造のための

措置を確実に実施することにより適切な配慮がなされており、海域植物への影響は小さいもの

と予測された。 

・本事業では周辺海域での浚渫及び埋立は行わない。 

・会場予定地内の工事中の雨水等は、会場予定地内南側のウォーターワールド予定地に流入

させ、同地内を経由させることで、SSの除去を行う計画である。また、コンクリート打設

等に伴うアルカリ性の排水は pH 調整を行った後にウォーターワールドを経由して既設の

余水吐より放流する計画である。 

以上のことから、建設・解体工事に係る海域植物に及ぼす環境影響は、実行可能な範囲内で

できるかぎり回避または低減されており、環境保全目標を満足するものと評価する。 

 

 


